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１．実施事業 

  平成 29 年度の事業として以下の事業を実施した。（２）については、神戸市社会福祉協議会

（障害者スポーツ振興センター）に再委託して実施した。 

 

（１）実行委員会の開催 

   本市の障害者スポーツ振興の取り組みについて、各競技団体代表者を中心とした意見交換

の場として平成 29年 10月 12日に実施した。 

特に、障害者スポーツ選手発掘事業として前年度より継続して開催した「パラ・スポーツ

王国 HYOGO＆KOBE“夢プロジェクト２０１７”」について、前年度の反省点、改善点

等を重点的に確認・検討を行った。 

   【出席者の主な意見】 

・障害者スポーツに対する理解を広め、競技者を増やすためには更なる周知・啓発が重要

である。 

・前年度は市内の小学校行事と日程が重なっており、参加者数にも影響があった。事業開

催日を検討する際には考慮すべきである。 

・事業運営をサポートしていただくボランティア団体との事前打合せが充分でない場合が

ある。 

・車椅子での参加者への配慮として、駐車場の準備なども必要なため、実施会場の理解・

サポートも重要である。 

 

（２）地域における障害者のスポーツ参加促進に関する実践研究 

①障害者スポーツ選手発掘事業（別紙１参照） 

  「パラ・スポーツ王国 HYOGO＆KOBE“夢プロジェクト２０１７”」を県市協調で

開催。北区にある福祉交流ゾーンであるしあわせの村一体を使い、屋内外で 16種目の障害

者スポーツの体験会を実施した。女子車いすテニスの上地結衣選手を招いた車いすテニス

教室や各競技団体による競技体験、障害福祉サービス事業所による物品販売、体験者への

缶バッジの提供等、障害者スポーツを楽しく体験できる機会の提供を実施した。 

②冬季障害者スポーツ教室（別紙２参照） 

    「知的障害者アイススケート体験教室」をポートアイランドスポーツセンターサブスケ

ートリンクにおいて実施。28年度に続き、市内にスケートリンクを有するという立地条件

を生かし、体験する機会の少ない冬季スポーツのうちアイススケートの体験教室を、知的

障害児者を対象に、競技団体の協力を得て実施した。 

 ③障害者スポーツの地域展開事業（別紙３および別紙４参照） 

   「障害者スポーツ交流会 in福池」を開催。東灘区福池地区において、小学校の体育館を

利用して、地域団体の協力のもと、ビームライフル、フライングディスク、ボッチャ等の

体験会を実施した。また、29 年度の新たな試みとして、兵庫区役所、西体育館において、

競技団体の協力のもと、吹き矢、車椅子バスケットボール等の体験会を実施した。 
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２．成果・課題 

 （１）実行委員会 

継続的に実施している事業の内容や結果について、関係者の声を聞き、具体的な検証をす

る場として実施できた。今後も事業の妥当性や実施結果を振り返り、当事業の趣旨を踏まえ

た検討を重ねる場として継続的に取り組んでいく。 

（２）地域における障害者のスポーツ参加促進に関する実践研究 

   29年度は、選手発掘事業として前年度に引き続き、「パラ・スポーツ王国 HYOGO＆KOBE

“夢プロジェクト２０１７”」を開催し、障害の有無にかかわらず多くの方に多様な障害者ス

ポーツを体験する機会を提供することができた。また、多くの種目の競技団体が交流する貴

重な場にもなっており、今後も発展的に継続していくべき事業と考える。 

冬季障害者スポーツ教室事業では、３年目となる知的障害者アイススケート体験教室を開

催した。これまで教室事業になかった冬季スポーツの体験機会を提供することができ、一定

の成果はあったものの、事業の継続にあたっては専門的な競技のため、スタッフや会場の確

保などの課題も残った。 

   地域展開事業としては、東灘区福池地区において、以前に引き続き障害者スポーツの体験

交流会を実施した。回数を重ねるごとに、地域団体の主体的な動きによりスムーズにイベン

トが実施できるようになってきており、身近な地域で障害者スポーツに親しめる環境が整備

できてきたといえる。また、そういった地域を広げていくため、29年度は新たに兵庫区役所

と西体育館で障害者スポーツの体験交流会を実施した。スポーツ推進委員や地元の方に参加

いただき、身近な地域で障害者スポーツに親しめる環境整備のきっかけ作りができたと考え

る。今後もこういった地域交流事業への協力や、新たな地域への普及に向けた展開を検討し

ていきたい。 
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別紙１ 

選手発掘事業～パラ・スポーツ王国 HYOGO&KOBE“夢プロジェクト２０１７”～ 

1．事業概要 日   程 平成 29 年１１月１１日（土曜日） 

 会   場 しあわせの村 

（神戸市北区しあわせの村１番 1 号） 

 主   催 兵庫県/神戸市/兵庫県障害者スポーツ協会/神戸市社会福祉協議会 障害者ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ 

こうべ市民福祉振興協会 

 協   力 KOBE JETS/兵庫県車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ連盟/兵庫県ｺﾞｰﾙﾎﾞｰﾙ協会/兵庫ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｻｯｶｰ協会 

神戸風見鶏ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝｸﾗﾌﾞ/T&F.netKOBE/兵庫県ﾎﾞｯﾁｬ協会/神戸市障害者射撃協会/兵庫県車

いすﾃﾆｽ協会/神戸市身体障害者ｱｰﾁｪﾘｰ協会/兵庫県ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ協会/兵庫県障害者ﾀﾝﾃﾞﾑｻｲｸﾘﾝｸﾞ協

会/兵庫県障害者卓球連盟/兵庫県卓球ﾊﾞﾚｰ連盟/兵庫車椅子ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞ/神戸市障害者ﾌﾗｲﾝ

ｸﾞﾃﾞｨｽｸｻｰｸﾙ/兵庫県電動車椅子サッカー協会/ひょうご障害者ｽﾎﾟｰﾂ指導者協議会 

 受講対象者 一般市民（神戸市内・外・年齢・障害を問わない） 

2．事業の目的 2020 年東京パラリンピックに向け、障害者スポーツの普及と身近な場所での障害者スポーツに取り組める環

境作りに向けての啓発を目的とする。 

3．参加者 

  協力数 

   

参加人数 1,504 名  協力人数 119 名 （計 1,623 名） 

【参加者内訳】車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ：96 名 / ｼｯﾃｨﾝｸﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ：72 名 / ｺﾞｰﾙﾎﾞｰﾙ：64 名 / 陸上：40 名 

      ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｻｯｶｰ：79 名 / ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ：140 名 / 卓球：104 名 / ｱｰﾁｪﾘｰ：70 名 / 射撃：118 名 

       車椅子ﾃﾆｽ：57 名 / ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ：104 名 / ﾀﾝﾃﾞﾑｻｲｸﾘﾝｸﾞ：141 名 / ﾎﾞｯﾁｬ：64 名 

       ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ 83 名 / パネル展示：116 名 / 電動いすサッカー：88 名/ 卓球ﾊﾞﾚｰ：68 名 

【協力者内訳】各競技団体 90 名 / ボランティア 19 名 / スタッフ 10 名 

4.事業実施の様子 

  （写真） 

  

①        開始式 ②        車椅子テニス 

  

③      射撃（ビームライフル） ④      ブラインドサッカー 

５．競技の総評と

反省・今後の

取り組み 

16 団体の協力のもと、15 競技を「しあわせの村」全体を使って行うことで訪れた方々にも障害者スポーツを

見る、体験する、知る、きっかけづくりとなった。競技団体のつながりも、開催を重ねる事に増え、 

横のつながりが深くなったように思う。2020 年の東京パラリンピックに向け、障がいのある人もない人も 

障害者スポーツを多く知っていく為に今後もこのようなイベントを開催し、周知していく必要がある。 

 



4



5



冬季障害者スポーツ教室事業 報告書 
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別紙２ 

～知的障害者アイススケート体験教室～ 

１．事業概要 日程 平成 30 年3 月21 日（水・祝） 

 会場 ポートアイランドスポーツセンター サブスケートリンク 

（神戸市中央区港島中町 6-12-1） 

 主催 神戸市 / 社会福祉法人 神戸市社会福祉協議会 障害者スポーツ振興センター 

 受講対象者 知的障害児（者）で小学 4 年生以上の方 

 

２．事業の目的 地域の対象者に氷上で体を動かし、アイススケートに親しむ機会の提供。ひいては、神戸市の障害者スポーツ参

加の可能性を広げ、障害者の福祉の向上に寄与することを目的とする。 

３．参加者 

ボランティア

数 

   

参加者     27 名 

ボランティア数  7 名 

【内訳】神戸市障害者スポーツリーダー 3 名 / 学生ボランティア 2 名 

    オージースポーツ神戸福祉スポーツセンタースタッフ 2 名 

４．事業実施の

様子 

  （写真） 

  

①初めは壁につかまって移動します ③参加者とボランティアで手を繋いで滑走 

  

②マンツーマンでリンク内に入ります。 ④最後に集合写真を撮影 

５．競技の総評

と反省 

 今回で 3 回目の開催となり、平昌オリンピックの影響もあってか参加者が昨年度より増え、定員に達した。 

また、例年の反省点もふまえ、リンク内に入る時間を少しでも多くできるように努めた。 

参加者はリンクに入ると、氷上での感覚に戸惑う様子が見受けられたが、上手くコーチ及びスタッフがフォロー

し、終始楽しんでもらえたように思える。 

６．今後の取組  昨年度同様、ボランティアスタッフの確保が必要。アイススケートという専門的な競技になるので、神戸市内

のアイススケート部とのコンタクトを行い、ボランティア募集の周知を早い時期から依頼しておく。 

また、大会等（学生の大会）が被らない時期の選定により、多くのボランティアの確保が見込める。 
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障害者スポーツの地域展開事業 報告書 
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別紙３ 

～障がい者スポーツ交流会 in 福池～ 

１．事業 

概要 

日程 平成 29 年11月 23 日（木・祝） 10：00～13：30 

会場 神戸市立福池小学校 体育館 

（神戸市東灘区本山南町 4 丁目 4-28） 

主催 障がい者スポーツ交流会 in 福池 実行委員会 

（福池ふれあいのまちづくり協議会、福池小学校、東灘区役所、東灘区社会福祉協議会、   

障害者スポーツ振興センター 他） 

協力 福池防災福祉コミュニティ、西青木連合自治会 他 

受講対象者 神戸市東灘区内に在住の方（年齢、障がいの有無を問わない） 

種目 ビームライフル、フライングディスク、ボッチャ、卓球バレー、輪投げ 

講師 神戸市障害者射撃協会、神戸市障害者フライングディスクサークル 

２．事業の 

目的 

障がいのある方もない方も参加できるスポーツを通じて交流を深めることで、地域への障がい者スポーツの普及と

啓発を図り、障がい者の社会参加の促進と、障がい者に対する正しい理解を深めることを目的とする。 

３．参加者 

 

142 名 

【内訳】障がい児・者 63 名、児童生徒 71 名、来賓等8名 

４．事業 

実施の 

様子 

（写真） 

  

① ビームライフル 

 

② ボッチャ ③ フライングディスク 

５．競技の 

総評と 

反省 

今回で 5 回目の開催となり、地域の関係団体を主軸に、準備から片付けまで行うことができた。ビームライフル

とフライングディスクは、競技団体に指導を依頼し、安全に体験できる環境ができていた。例年の反省点を生かし、

順番待ちの番号札を作成するなど、よりスムーズに全種目を体験できるような工夫がされていた。会場となった小

学校の児童にも、ボランティアとして競技体験の補助や運営に関わることで、障がい者への配慮や、その方にあっ

たルールの工夫等を学んでもらう良い機会になったと思われる。地域の多くの方の工夫ある関わりで、あたたかい

雰囲気で開催でき、体験する側・運営する側両者から「来年も参加したい」という声を多数いただいた。 

課題としては、重度障がい者でも楽しめるような環境づくりや、まだ障がい者スポーツを知らない・体験したこ

とがない方への広報活動等が挙げられる。 

６．今後の 

取組 

 今後は東灘区以外の地域においても、同様の障がい者スポーツイベントが開催できるよう、各区とも連携し、地

域における障がい者スポーツのさらなる普及・啓発を図っていきたい。 

 



地域展開事業 報告書 
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別紙４ 

障がい者スポーツ地域展開事業 

1．事業概要 日   程 ①平成 30 年２月１０日（土曜日） 

②平成 30 年2 月11 日（日曜日） 

 会   場 ①兵庫区役所公会堂（神戸市兵庫区荒田町 1-21-1 地階） 

②神戸市立西体育館（神戸市西区春日台５丁目 436） 

 主   催 ①兵庫区社会福祉協議会 

②神戸市立西体育館 

 

 

       

 

共   催 

 

協   力 

①・②とも 社会福祉法人 神戸市社会福祉協議会 障害者スポーツ振興センター 

  

①兵庫県身体障害者吹矢協会・神戸市立須佐野中学校 

②近畿車椅子バスケットボール連盟・西区スポーツ推進委員 

 対 象 者 一般市民（神戸市内・外・年齢・障害を問わない） 

2．事業の目的 障害者スポーツの普及と身近な場所での障害者スポーツに取り組める環境作りに向けての啓発を目的とする。 

3．参加者 

  協力数 

   

参加人数 120 名  協力人数 30 名 （計150 名） 

【協力者内訳】競技団体：６名、神戸市立須佐野中学校５名、西区スポーツ推進委員７名 

4.事業実施の様子 

  （写真） 

 

① 兵庫区公会堂（吹矢） 

  

② 西体育館（車いすバスケットボール） ③ 西体育館（バスケット練習） 

５．競技の総評と

反省・今後の

取り組み 

身近な地域でのイベントという事もあり、地元の方々が多く集まった。 

また、普段より地域での活動をしている方々に協力をいただく事で、競技団体をはじめ主催者との関わりを 

もつきっかけとなり、スポーツ推進委員の活動の場所を拡大し連携をとるきっかけ作りにもなった。 

今後地域での障害者スポーツを普及していくためにも、そういう方との関わりを多くもつことが必要となって

くる。 

 


